
ホースの⽳を少しふさぐと⽔が勢いよく出るように、キャップの⼤きさで空気の圧⼒が変わると思う。 

・３ｍｍの時→ できない      （理由）⽳が⼩さすぎて空気があまり⼊らない。 

・４ｍｍの時→ できる       （理由）⽳がちょうどよく⼩さいので空気の圧⼒が強くなる。 

・５ｍｍの時→ できる       （理由）⽳がちょうどよく⼩さいので空気の圧⼒が強くなる。 

・６ｍｍの時→ できる       （理由）⽳がちょうどよく⼩さいので空気の圧⼒が強くなる。 

・７ｍｍの時→ できない      （理由）⽳が⼤きいので空気の圧⼒が弱くなる。 

・８ｍｍの時→ できない      （理由）⽳が⼤きいので空気の圧⼒が弱くなる。 
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研究の⽅法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予予想想  

  

  

  

  

⻯巻をつくろう〜起こりやすい場⾯を⾒つける〜 

・公園に遊びに⾏った時につむじ⾵を⾒て、⻯巻はどんな時に起こりやすいのか気になった。 

・インターネットで、アメリカの⻯巻のすさまじさを⾒て、⽇本では⼤きな⻯巻を⾒たことがないので、

その差が気になった。 

・インターネットで⻯巻の作り⽅を⾒て⾯⽩そうだった。どうやってできるのかが気になった。 

①簡単な⻯巻を作る⽅法を調べて、ペットボトルに⽔を⼊れた⻯巻を作ってみる。 

②ペットボトルキャップの⽳の⼤きさを３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、６ｍｍ、７ｍｍ、８ｍｍと変えて、それ

ぞれどうなるかを調べてみる。 

③⽳の通り道の⼤きさが変わるとどうなったかをまとめる。 

図 【ペットボトル⻯巻の作り⽅】 

①上が丸くなっている 2 つのペットボトルを⽤意して、⽚

⽅に⽔を４００ｍｌくらい⼊れる。 

②ペットボトルのキャップ 2 つに⽳をあける。実験で使う

３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、６ｍｍ、７ｍｍ、８ｍｍを作

り、ボンドでくっ付ける。 

③ペットボトル 2 つを右の図のようにくっ付ける。 

④ペットボトルをすばやく回して⻯巻を作る。 



結結果果

穴の大きさ 1回目 2回目 3回目 4回目 分かったこと

３ｍｍ × × × × 穴から出る空気が少ない様子だった。

４ｍｍ × × × × どんなに回してもできなかった。

５ｍｍ 〇 〇 〇 〇 長く続く竜巻ができた。小さい竜巻だった。

６ｍｍ 〇 〇 〇 〇 ５ｍｍよりも大きい竜巻ができた。長く続いた。

７ｍｍ 〇 〇 〇 〇 ６ｍｍよりも大きい渦が長く続いた。

８ｍｍ 〇 〇 〇 〇 8ｍｍだと、大きな竜巻ができた。

１０ｍｍ 〇 〇 〇 〇 １０ｍｍだと、もっと大きな竜巻ができた。

１３ｍｍ 〇 〇 〇 〇 とても大きな竜巻ができた。すぐに水が落ちる。

分かったこと
穴が、大きくなるにつれて、竜巻の大きさは大きくなっていく。
 また、それに比例して、早く水が落ちるので１０mm、１３mm、キャップの限界まで穴をあけても
竜巻は出来る！！ ただ、長くは続かない様子だった。このことから、５、６ｍｍの時には、空気の水の
 通る道が小さいので水が落ちるのに時間がかったけれど、穴が大きくなるにつれて水は通りやすくなり、
７、８、９ｍｍの時には、広がって落ちる速さが早くなった。比例して竜巻の起きる時間は短くなった。
 １０～１３ｍｍの時には、落ちる速度が 3 秒ぐらいでとても速かった。渦はとても大きかった。

ままととめめ

  

  

  

参参考考資資料料
Gakken キッズネット「実験 ペットボトルでトルネードをおこせ」

hhttttppss::////kkiiddss..ggaakkkkeenn..ccoo..jjpp//jjiiyyuuuu//ccaatteeggoorryy//ttrryy//ttoorrnnaaddoo__ppllaassttiicc--bboottttlleess//

写真  ３ｍｍ、４ｍｍ 写真 ５ｍｍ 写真  ６ｍｍ、７ｍｍ、８ｍｍ

５、６ｍｍだったら出来ると予想したができた。７、８ｍｍだと出来ないと予想したができたので、１０
〜１３ｍｍもやってみることにした。キャップの⽳が⼤きくなるにつれて⻯巻は⼤きくなり、起きる時間
は短くなった。ペットボトルの上が四⾓いものだとできにくかった。２L の⼤きいペットボトルに変えて
みたり、他の形のペットボトルを使ってみたりしても結果が変わりそうなので⾯⽩そうだと思った。
図のように先が細くなっていない物をくっつけてもだめだった。
⽔が下に落ちる、空気が上に移動する速さが関係ありそうだということが分かった。




